
翻
　
訳イ

ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者

Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

訳
出
に
あ
た
っ
て

１
　
こ
こ
に
訳
出
し
紹
介
す
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
介
護
者
全
国
協

会
会
員
九
二
年
調
査

（調
査
期
間
九
二
年

一
―
―

二
月

ｏ
ｚ
ン

∽
り
ｏ
”
π
　
暉
り
。　
∽
り
の
”
Ｏ
Ｆ
　
Ｏ
ｒ
Ｆ
　
『
ｏ
∽
①

，
『
ｏ
ｒ
　

，
日

ｏ
口
”
∽
一
　
】日
の
「
”げ
０
『
∽
　
０
い
　
の
一”
『
の
『
∽

Ｚ
諄
一ｏ
●
巴

＞
∽
∽
ｏ
ｏ
ご
一̈
ｏ
Ｐ

い
０
０
Ｎ

●
●
・】卜
ω
”
口
Ｑ
”
●
●
ｏ
●
２
こ
　
で
あ

る
。

介
護
者
全
国
協
会
は
、
介
護
者
協
会

↑
∽∽ｏ
ｏＦ
一８

Ｒ

９
『ｏ，

＞
ｏ
Ｏ
と
全
国
介
護
者

・
高
齢
扶
養
者
協
議
会

（ｚ
ヒ
ｏ口
２
ｏ
ｏ日
３

♂
『
９

『
の
あ

営

一

多
路

口
一〇
１

く

Ｆ

り
の
ａ

”
●
一∽
・ｚ
ｏ
ｏ
ｕ
こ

と

が
、

八

八
年
五
月

一
四
日
に
合
同
し
て
新
ら
た
に
設
立
さ
れ
た
任
意
の
団
体
で

あ
る
。
そ
の
目
的
は
、
第

一
に
、
介
護
者
自
身
の
ニ
ー
ズ
の
自
己
確
認

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

〓
一　
富

紀

敬

の
促
進
、
第
二
に
、
介
護
者
に
ふ
さ
わ
し
い
支
援
の
拡
充
、
第
三
に
、

介
護
者
の
ニ
ー
ズ
の
政
府
や
政
策
立
案
者
へ
の
周
知
、
こ
れ
ら
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
に
本
部
を
置
く
ほ
か
、
全
国
に
八
三
の
支
部
を
も
つ
。
九
二

―
―
九
三
年
の
収
入
は
、
六
六
万
ポ
ン
ド
、
九

一
―
―
九
二
年
の
四
四

万

一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
に
較
べ
て
お
よ
そ

一
・
五
倍
の
伸
び
で
あ
れ
。

イ
ギ
リ
ス
労
働
組
合
会
議

（↓
ｃ
Ｏ

『介
護
者
の
た
め
の
Ｔ
Ｕ
Ｃ
憲

章
』
↑

↓
ｃ
ｏ
３
”『一ｑ
♂
『
ｏ
”
『の『，
九

一
年
五
月
）
は
、
介
護
者
全

国
協
会
の
協
力
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

２
　
イ
ギ
リ
ス
の
介
護
者

（ｏ”『ｏし
、
す
な
わ
ち
老
齢
や
疾
病
、
障

害
な
ど
の
た
め
に
援
助
な
し
で
は
自
宅
で
生
活
で
き
な
い
親
戚
や
友
人

の
世
話
を
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
長
い
あ
い
だ
問
題
に
さ
れ
な
い
ま
ま

一
〇
九
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で
あ
っ
た
。
い」
れ
が
も
つ
ぱ
ら
私
的
な
こ
と
が
ら
と
し
て
、
い
わ
ば
「隠

さ
れ
た
問
題
」
↑
〓
２
８

「
３
一ｏこ

あ
る
い
は

「忘
れ
さ
ら
れ
た

女
性
」
（♂
『８
一一８

■
ｏ日
８
）
の
問
題
か
ら
、
広
く

一
般
の
そ
れ
と
し

て
取
り
あ
げ
ら
れ
は
じ
め
る
の
は
、
六
〇
年
代
の
中
葉
で
あ
る
。

今
日
で
は
介
護
者
の
規
模
や
介
護
の
種
類
な
ど
を
政
府
の
定
期
調
査

つ
汀

の
①月
『”【
〓
ｏ
房
ｏぎ
こ
Ｆ
コ
Ｑ
）
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
こ
の
調
査
は
、　
三
ハ
歳
以
上
を
対
象
に
す
る
こ
と
か
ら
、
単

親
家
族
に
お
い
て
主
た
る
介
護
者
と
し
て
の
役
割
を
担
う
子
供
た
ち
を

見
お
と
さ
ざ
る
を
え
な
い
、
と
い
う
批
判
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

介
護
者
の
構
成
や
介
護
の
期
間
、
介
護
に
と
も
な
う
諸
問
題
な
ど
は
、

こ
の
調
査
か
ら
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

介
護
者
全
国
協
会
は
、
こ
う
し
た
調
査
の
現
状
の
な
か
で
介
護
者
を

め
ぐ
る
諸
問
題
を
体
系
的
に
明
ら
か
に
し
て
そ
の
要
求
を
さ
ら
に
ね
り

上
げ
る
た
め
に
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
独
自
の
調
査
を
お
こ
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。

調
査
報
告
書
の
構
成
は
「
以
下
の
と
う
り
で
あ
る
。

一
、
序
言

二
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
介
護
者
全
国
協
会
の
論
評

三
、
調
査
の
概
要

一
一
〇

Ｃ
　
方
法

四
、
調
査
結
果
０
１
１
要
約

Ａ
　
介
護
者
会
員
の
人
口
的
特
徴

Ｂ
　
介
護
責
任

Ｃ
　
介
護
者
と
し
て
の
経
験

Ｄ
　
介
護
者
む
け
の
支
援
と
助
言

Ｅ
　
介
護
活
動
か
ら
の
解
放

Ｆ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ケ
ア
に
つ
い
て
の
相
談

Ｇ
　
介
護
者
の
直
面
す
る
諸
問
題

Ｈ
　
か

っ
て
介
護
者
で
あ

っ
た
者

五
、
調
査
結
果
ロ
ー
ー
調
査
報
告

Ａ
　
介
護
者
会
員
の
人
口
的
特
徴

Ｂ
　
介
護
者
と
被
介
護
者
と
の
関
係

Ｃ
　
介
護
者
と
し
て
の
地
位

Ｄ
　
介
護
者
む
け
の
支
援
、
情
報
お
よ
び
助
言

Ｅ
　
介
護
責
任
と
休
息

Ｆ
　
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
に
つ
い
て
の
協
議

Ｇ
　
介
護
者
の
直
面
す
る
金
銭

・
健
康
問
題

Ｈ
　
介
護
者
全
国
協
会

Ｉ
　
か
っ
て
介
護
に
あ
た
っ
て
い
た
者

六
、
調
査
結
果
ロ
ー
ー
証
言

B A

目 背
的 景



Ａ
　
介
護
者
化
と
選
択
性

Ｂ
　
介
護
者
の
健
康
へ
の
影
響

Ｃ
　
生
活
の
質
の
改
善

Ｄ
　
必
要
な
こ
と

Ｅ

′他
の
介
護
者
へ
の
助
言

七
、
付
録
―
―
調
査
票

３
　
訳
者
が
こ
の
調
査
報
告
を
紹
介
す
る
の
は
、
わ
が
国
に
お
け
る

研
究
の
動
向
を
考
え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
、
欧
米
の
在
宅
ケ
ア
に
つ
い
て
の
紹
介
や
検
討
が
、
近
年
盛
ん

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
業
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
し

か
し
、
紹
介
や
検
討
は
、
主
と
し
て
住
宅
、
社
会
保
障
給
付
、
賃
労
働

と
し
て
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
な
さ
れ
、
賃
金
支
払
い
の
対
象
に

は
な
ら
な
い
介
護
労
働
に
つ
い
て
は
、
賃
労
働
と
し
て
の
そ
れ
よ
り
も

は
る
か
に
多
く
の
数
を
擁
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
や
も
す
る
と
軽

視
さ
れ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
賃
労
働
と
し
て
の
介
護
労
働

に
つ
い
て
も
、
そ
の
構
成
、
一雇
用
保
障
、
賃
金
お
よ
び
労
働
時
間
の
分

析
と
な
る
と
、
手
つ
か
ず
の
状
態
の
よ
う
で
あ
る
。

介
護
労
働
に
つ
い
て
は
、
賃
労
働
で
あ
る
と
い
な
と
を
問
わ
ず
、
近

年
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
規
模
で
の
調
査
研
究
や
政
策
の
模
索
が
は
じ
ま
っ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
で
も
同
様
の
動
き
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
紹

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

介
す
る
調
査
報
告
は
、
そ
う
し
た
動
き
の
一
環
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

賃
金
支
払
い
の
対
象
で
は
な
い
イ
ギ
リ
ス
の
介
護
者
の
構
成
や
状
態
お

よ
び
要
求
に
つ
い
て
知
る
う
え
で
は
、
も
っ
と
も
ま
と
ま
り
の
あ
る
最

新
の
成
果
で
あ
る
。

欧
米
の
在
宅
ケ
ア
に
か
ん
す
る
わ
が
国
研
究
者
の
作
業
の
な
か
で
は
、

手
う
す
で
あ
っ
た
介
護
労
働
に
つ
い
て
イ
ギ
リ
ス
に
限
っ
て
で
は
あ
る

も
の
の
得
が
た
い
資
料
を
提
供
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
最
近
の
内
外
に
お
け
る
女
性
労
働
論
は
、
家
事

・
育
児
に

つ
い
て
は
も
と
よ
り
、
さ
ら
に
比
較
的
手
う
す
で
あ
っ
た
介
護
の
問
題

を
も
取
り
込
み
な
が
ら
構
成
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
。

Ａ

・
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
と
Ｖ

・
ク
ラ
イ
ン
の
共
著

『女
性
の
二
つ
の
役

割
』
貧

九
五
六
年
）
は
、
今
日
で
は
女
性
労
働
論
の
古
典
的
な
名
著

で
あ
る
。
女
史
た
ち
は
、
「高
齢
化
社
会
に
お
け
る
女
性
」
に
つ
い
て

独
自
の
章
を
設
け
分
析
す
る
。
女
性
の
平
均
寿
命
の
延
長
と
子
供
数
の

減
少
は
、
既
婚
女
性
の
再
就
業
を
可
能
に
す
る
。
平
均
寿
命
の
性
別
格

差
か
ら
し
て
、
未
亡
人
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、
こ
れ
は
こ
れ
で
彼
女
た

ち
の
再
就
業
を
促
す
。
既
婚
女
性
は
、
高
齢
化
社
会
に
お
い
て
も
つ
と

も
大
き
な
労
働
力
供
給
源
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
女
史
た
ち
は
、
こ
の
よ

う
に
正
当
に
予
測
し
た
う
え
で
、
女
性
の
労
働
力
化
を
促
す
た
め
の
家

事

・
育
児
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
提
言
す
る
。
し
か
し
、
女
史
た
ち

は
、
高
齢
者
の
日
立
っ
た
増
加
に
と
も
な
う
介
護
需
要
の
高
ま
り
に
つ

一
一
一



法
経
研
究
四
三
巻

一
号

（
一
九
九
四
年
）

い
て
は
、
乳
幼
児
を
も
つ
既
婚
女
性
の
労
働
力
率
の
上
昇
と
あ
わ
せ
て
、

予
測
し
て
は
い
な
い
。
こ
の
た
め
介
護
、
と
り
わ
け
私
的
な
労
働
と
し

て
お
こ
な
わ
れ
る
介
護
と
女
性
労
働
者
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、

ま
っ
た
く
論
じ
て
い
な
い
。

そ
の
後
わ
が
国
も
含
め
て
各
国
で
進
め
ら
れ
た
女
性
労
働
研
究
は
、

女
史
た
ち
の
討
論
を
継
承
し
て
で
あ
ろ
う
か
家
事

・
育
児
労
働
と
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
論
及
す
る
も
の
の
、
介
護
問
題
と
な
る
と
見
お
と
し

て
き
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
動
向

へ
の
反
省
が
欧
米
諸
国
で
は
じ
ま
つ
て
お

嘘
、
わ
が
国
で
も
女
性
労
働
を
論
づ
る
に
あ
た
つ
て
介
護
に
つ
い
て
の

言
及
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
に
紹
介
す
る
調
査
報
告
は
、
私
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
介
護
労
働

が
女
性
に
ど
の
よ
う
な
問
題
を
投
げ
か
け
、
い
か
な
る
政
策
上
の
対
応

を
求
め
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
す
る
よ
う
に
考
え

ら
れ
る
。
最
近
の
内
外
に
お
け
る
女
性
労
働
研
究
に
も
、
意
義
の
あ
る

資
料
で
あ
る
。

４
　
こ
こ
に
紹
介
す
る
資
料
は
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
仕
事
と
の
か
か

わ
り
で
は
、
拙
稿

「
ア
メ
リ
カ
社
会
の
高
齢
化
と
福
祉
的
労
働
力
」

（坂
本
重
雄

・
山
脇
貞
司
編
著

『高
齢
者
生
活
保
障
の
法
と
政
策
』
、
多

賀
出
版
、九
三
年
所
収
Ｘ
拙
著
『欧
米
女
性
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
パ
ー

ト
タ
イ
ム
』
↑
ヽヽ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
九
二
年
）
に
続
く
も
の
で
あ
る
。

一
一
二

調
査
報
告
書
に
収
録
の
証
言
と
調
査
票
は
、
今
回
の
訳
出
と
紹
介
か

ら
は
除
い
て
い
る
。

調
査
報
告
書
と
関
係
す
る

一
連
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
介
護
者
全
国

協
会
よ
り

い
た
だ
い
た
も
の
で
あ
る
。
会
員
と
し
て
迎
え
入
れ
て
く
だ

さ

っ
た
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
お
礼
を
申
し
述
べ
て
お
き
た
い
。

０
　
【ュ
ｏ『日
”一̈
８

ゃ
ｏ日
Ｏ
Ｚ
ン

〓
ぎ

■
ｏ
”『ｐ
ョ
Ｆ
一
■
ｏ
８
〕
ｏ
■

矢
部
久
美
子
さ
ん
は
、
こ
の
協
会
の
会
長
か
ら
の
取
材
を
紹
介
し
て
お
ら

れ
る
。
「介
護
者
が
加
害
者
　
高
齢
者
虐
待
の
戦
慄
」
『婦
人
公
論
』
九
四

年
二
月
号
、　
一
八
五
ペ
ー
ジ
。

〔И
　
Ｏ
Ｚ
＞

）
＞
ロ
ロ
暉
Ｌ

『
ｏ
つ
ｏ
「
一
い
０
０
Ｎ
占

０
０
Ｐ

り
ヽ
”

Ｏ

　

ｏ
ｚ
ン

↓
汀

”
鮮

２̈

の
日
８

雰

Ｒ

手

の

８

『
０
『
∽
。
日
ｏ
お

日
８

一

ぃ
Ｏ
Ｏ
ω
‘ｏ

，

”

∽
一『
Ｏ
口
”
０
「
く
〇
一の
の
。
●
●
・卜
，０
・

Ｏ

　

Ｈ
ュ

Ｒ

日

”
一
¨
ｏ
目

』
８

日

の

Ｚ

＞

・
「

お

お

”
び
ｏ
Ｆ

８

お

あ

゛
り
】

同
　
た
と
え
ば

『ジ
ュ
リ
ス
ト
』
増
刊
、
九
三
年
四
月
所
収
の
主
要
諸
国
に

つ
い
て
の
六
つ
の
論
文
、
松
下
和
子
他
著

『高
齢
者
の
在
宅
ケ
ア
ー
ア
メ

リ
カ
に
学
ぶ
自
立
と
豊
か
さ
へ
の
道
―
』
、
有
斐
閣
、
九
三
年
四
月
な
ど

を
参
照
さ
れ
た
い
。

口
Ｗ
”
Ｌ
『
Ｏ
ｏ
の
”
”

目
の
Ｌ
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ｏ
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日
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Ｏ
ｐ
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ｒ
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Ｏ
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目
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口
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い
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い
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●
コ
ｏ
‐
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口
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ｒ
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『
い∽
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”
目
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喘
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０
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ｏ
●
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／
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性
の
二
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の
役
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』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
八
五
年
。
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Ｆ
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Ｏ
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す
ｏ

Ｃ
『
げ
”
口

Ｈ
コ
・

∽
”〓
Ｃ
一ｏ
”
『０
∽
´

い
０
０
∞
ｂ
質
】

⑩
た
と
え
ば
樋
口
恵
子
監
修

『女

・
老
い
を
ひ
ら
く
―
第
９
回
女
性
に
よ
る

高
齢
化
社
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録
―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
九

一
年
、

竹
中
恵
美
子
編

『新

・
女
子
労
働
論
』
有
斐
閣
、
九

一
年
、
柴
山
恵
美
子

編
著

『新

。
世
界
の
女
た
ち
は
い
ま
―
―
女
と
仕
事
の
静
か
な
革
命
』
、

学
陽
書
房
、
九
三
年
、
Ｔ

・
ソ
マ
ー
ズ
　
Ｌ

。
シ
ー
ル
ズ
編
集
、
大
塩
ま

ゆ
み
訳

『女
は
ど
こ
ま
で
看
る
の
か
』
勁
草
書
房
、　
一
九
九
〇
年
の
訳
者

あ
と
が
き
な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

一
、
序

イ
ギ
リ
ス
の
六
〇
〇
万
人
の
介
護
者
―
―
親
戚
や
友
人
を
家
庭
で
看

て
い
る
人
々
―
―
は
、
地
域
に
お
け
る
介
護
の
も
っ
と
も
大
き
な
提
供

者
で
あ
る
。
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
手
が
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
今
日

は
、
介
護
者
が
実
際
に
必
要
と
す
る
個
別
的
か
つ
集
団
的
な
支
援
に
つ

い
て
注
意
深
く
検
討
す
る
と
き
で
あ
る
。

も
と
よ
り
そ
の
第

一
歩
は
政
府
と
地
方
自
治
体
の
手
が
け
る
べ
き
こ

と
に
つ
い
て
で
あ
り
、
介
護
者
の
視
点
と
経
験
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

保
健
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
専
門
家
と

一
緒
に
取
り
組
み
た
い

と
思
う
。
そ
う
し
た
検
討
は
、
地
域
ケ
ア
法
が
、
九
三
年
四
月
に
完
全

に
施
行
さ
れ
る
と
き
だ
け
に
特
に
必
要
で
あ
る
。

介
護
者
全
国
協
会
が
会
員
を
対
象
に
調
査
を
は
じ
め
た
の
も
、
そ
う

し
た
考
え
を
主
な
よ
り
ど
こ
ろ
に
す
る
。
お
よ
そ
三
〇
〇
〇
の
回
答
数

で
あ
り
、
介
護
者
を
対
象
に
イ
ギ
リ
ス
で
こ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
研
究

計
画
の
な
か
で
は
、
も
っ
と
も
大
き
な
規
模
と
重
要
性
を
も
つ
。

こ
の
調
査
は
、
独
立
の
調
査
機
関
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｒ
Ｂ
社
に
よ
つ
て
手

が
け
ら
れ
た
。
主
要
な
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
Ｂ
Ｍ
Ｒ
Ｂ
社

（以
前
は

イ
ギ
リ
ス
市
場
調
査
事
務
所

野
一雰
ｒ
〓
”
『Ｆ
２
″
∽の”『３

”
ｃ
『の営

と

い
う
社
名
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
フ
ル
ネ
ー
ム
で
表
記
し
て
い
な
い

―
九
四
年

一
月
七
日
付
の
Ｂ
Ｍ
Ｒ
Ｂ
社
の
訳
者
宛
手
紙
に
よ
る
―
訳

一
一
一一一
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注
）
に
よ
る
注
釈
と
、
介
護
者
全
国
協
会
理
事
長
の
論
評
と
を
、
こ
こ

に
再
録
す
る
。
介
護
者
全
国
協
会
は
、
調
査
の
末
尾
に
あ
る
い
く
つ
か

の
記
述
式
回
答
を
求
め
る
質
問
へ
の
回
答
の
分
析
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
回
答
も
、
こ
の
報
告
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

よ
り
詳
細
な
統
計
表
は
、
こ
の
報
告
書
と
は
別
に
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

二
、
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
介
護
者
全
国
協
会
の
論
秤

調
査
結
果
は
、
介
護
者
全
国
協
会
の
か
ね
て
か
ら
の
見
地
、
す
な
わ

ち
介
護
者
は
自
己
本
位
の
人
々
の
集
団
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
は

っ
き
り
と
確
証
す
る
。
介
護
者
は
、
家
族
の
一
員
も
し
く
は
友
人
の
介

護
に
専
心
す
る
普
通
の
男
性
と
女
性
で
あ
る
。
多
く
は
、
介
護
を
続
け

る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
介
護
者
は
、
困
難
で
ひ
と
す
じ
な

わ
で
は
い
か
な
い
状
況
と
む
き
あ
っ
て
い
る
。

短
か
い
が
定
期
的
な
休
息
の
た
め
の
機
会
、
家
事
サ
ー
ビ
ス
あ
る
い

は
失
禁
時
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
簡
単
な
諸
措
置
は
、
介
護
者
の
生
活
の

質
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
誰
か
に
と
き
た
ま
は
な
し
か

け
る
こ
と
で
さ
え
も
、
し
ば
し
ば
大
き
な
元
気
づ
け
に
な
り
う
る
。

調
査
の
著
し
い
結
果
の
ひ
と
つ
は
、
他
の
人
の
介
護
に
た
づ
さ
わ
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
み
ず
か
ら
の
健
康
を
害
し
て
い
る
介

一
一
四

護
者
の
多

い
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
で
あ

っ
て
も
、
期
待
は
お
ど
ろ
く
ほ

ど
わ
ず
か
で
あ
る
。
「私
は
、
疲
れ
か
ら
時
々
吐

い
た
り
、
日
ま
い
が

し
た
り
、
吐
血
し
た
り
す
る
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
、
い

た

っ
て
健
康
で
あ
る
。

」

多
く
の
会
員
は
、
介
護
者
と
し
て
の
み
ず
か
ら
の
経
験
に
照
ら
し
て

わ
れ
わ
れ
の
自
由
な
さ
そ
い
に
応
じ
て
い
る
。
回
答
は
、
豊
か
な
統
計

情
報

の
人
間
的
な
背
景
を
提
供
し
て
お
り
、
保
健
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

・

サ
ー
ビ
ス
の
分
野
に
働
く
す
べ
て
の
人
々
、
な
ら
び
に
財
源
の
使
途
の

決
定
に
責
任
を
負
う
政
治
家
に
は
、
是
非
と
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

な
る
ほ
ど
、
調
査
結
果
の
専
門
的
、
政
策
的
な
合
意
は
、
率
直
に
い

っ
て
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
回
答
者
の
三
分
の

一
は
、
な
ん
ら
の

専
門
的
な
援
助
も
受
け
て
い
な
い
。
三
分
の
二
は
、
そ
れ
を
必
要
と
実

際
に
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
。

さ
ら
に
、
介
護
専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
よ
り
も
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

を
通
し
て
彼
女
や
彼
の
地
位
に
つ
い
て
自
己
認
識
す
る
こ
と
が
多

い
。

介
護
者
の
三
分
の

一
だ
け
が
、
介
護
責
任
を
は
た
し
て
い
る
と
き
に

そ
の
地
位
に
つ
い
て
理
解
す
る
と

い
う
の
も
、
な
ん
ら
驚
く
に
値
し
な

い
。よ

り
視
野
を
広
げ
て
政
策
の
領
域
に
つ
い
て
い
え
ば
、
地
方
自
治
体

は
、
域
内
の
介
護
者
か
ら
意
見
を
聞
く
よ
う
地
域
ケ
ア
法
に
よ

っ
て
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
定
め
は
、
調
査
に
回
答
を
寄
せ
た
ほ
と
ん



ど
の
介
護
者
が
そ
う
し
た
協
議
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
示
さ
れ

る
よ
う
に
、
無
視
さ
れ
て
き
た
。
法
的
に
は
九
三
年
四
月
に
完
全
に
施

行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
介
護
者
全
国
協
会
は
、
こ
の
協
議
が
イ
ギ
リ
ス

全
土
で
こ
れ
以
上
遅
延
な
く
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
関
心
を
も

っ
て
見
守

っ
て
い
る
。

調
査
は
、
多
く
の
介
護
者
が
み
ず
か
ら
望
ん
で
そ
う
し
た
状
態
に
あ

る
わ
け
で
は
な
い

ヽ
こ
と
か
ら
、
憂
う
つ
な
読
み
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
介
護
者
全
国
協
会
に
加
わ
る
方
向
に
歩
み
は
じ
め

（だ
か
ら
こ

そ
調
査
票
を
返
送
し
）
た
人
々
は
、
社
会
的
な
意
識
を
も
ち
、
は
っ
き

り
と
態
度
を
表
明
す
る
介
護
者
の
部
類
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、

記
憶
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
六
〇
〇
万
人
の
介
護
者
の
な

か
で
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
者
が
、
こ
れ
と
い
っ
た
好
転
の
見
込
み
の
な
い

環
境
に
お
か
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

調
査
の
忘
れ
て
な
ら
な
い
長
所
は
、
介
護
者
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
不

屈
の
精
神
で
あ
り
、
犠
牲
に
ひ
る
む
こ
と
な
く
愛
す
る
者
を
援
助
し
続

け
る
献
身
で
あ
る
。

こ
の
調
査
報
告
の
題
名
は
、
介
護
者
全
国
協
会
の
助
言
に
耳
を
傾
け

て
く
れ
た

一
人
の
回
答
者
か
ら
の
文
言
、
す
な
わ
ち

‘
の洋

Ｃ
〕

∽窮
鉾

８
■
を
借
用
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
介
護
者
全
国
協
会
の

「介
護
者
に
聴
く
」

↑
４
８

ざ

０
”『ｏ『∽）
キ
ヤ
ン
ペ
ー
ン
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
あ
り
、
調
査
か
ら
引
き
出

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

さ
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。
政
治
家
を
は
じ
め
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
サ
ー

ビ
ス
な
ら
び
に
保
健
に
た
づ
さ
わ
る
労
働
者
は
、
調
査
結
果
に
耳
を
傾

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
介
護
者
の
地
域
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が

で
き
る
し
、
知

っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

介
護
者
を
支
援
し
は
げ
ま
す
こ
と
が
で
き
る
。

〓
一　
調
査
の
概
要

Ａ
　

背

介
護
者
全
国
協
会
は
、
既
存
の
二
つ
の
任
意
団
体
、
す
な
わ
ち
介
護

者
協
会

（Ａ
Ｃ
）
と
全
国
介
護
者

・
高
齢
被
扶
養
者
協
議
会

（Ｎ
Ｃ
Ｃ

Ｅ
Ｄ
）
―
―
両
者
は
、
介
護
者
と
と
も
に
、
ま
た
介
護
者
の
た
め
に
三

〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
き
た
経
験
を
も
つ
―
―
の
合
同
に
よ

っ
て
、　
一
九
八
八
年
に
設
立
さ
れ
た
。

介
護
者
全
国
協
会
は
、
介
護
者
か
ら
選
出
さ
れ
る
委
員
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
る
会
員
組
織
で
あ
り
、
団
体
の
目
的
を
支
持
す
る
す
べ
て
の
介

護
者
、
個
人
、
組
織
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
に
開
か
れ
て
い
る
、
目
的
は
、

次
の
よ
う
で
あ
る
。

・　
介
護
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
に
つ
い
て
み
ず
か
ら
認
識
し
表
現

す
る
よ
う
介
護
者
を
激
励
す
る
。

一
一
五
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ｏ

介
護
者
に
ふ
さ
わ
し
い
支
援
を
サ
ー
ビ
ス
を
お
こ
な
う
諸
組
織

か
ら
と
り
つ
け
る
よ
う
促
進
す
る
。

・

介
護
者
へ
の
情
報
と
助
言
を
提
供
す
る
。

・　
介
護
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
必
要
に
政
府
と
他
の
政
策
立
案
者
の
目

を
向
け
さ
せ
る
。

Ｂ

　

目

調
査
の
目
的
は
、
介
護
者
の
認
識
と
経
験
と
を
確
認
す
る
こ
と
で
あ

る
。
調
査
は
、
特
に
以
下
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
立
案
さ
れ

て
い
る
。

・

介
護
者
と
被
介
護
者
の
人
口
的
な
特
徴

ｏ　
介
護
者
と
し
て
の
社
会
的
な
地
位
を
認
識
す
る
に
至
る
方
法

・

介
護
者
の
た
め
の
支
援
、
情
報
お
よ
び
助
言
の
源
泉

・　
介
護
者
の
受
け
た
サ
ー
ビ
ス

ｏ

介
護
者
全
国
協
会
も
し
く
は
こ
の
前
身
に
あ
た
る
二
つ
の
団
体

へ
の
加
入
の
第

一
の
理
由
、
団
体
に
つ
い
て
知
っ
た
方
法

。

か
っ
て
介
護
者
で
あ
っ
た
者
の
経
験
。

Ｃ
　

方

調
査
票
を
、
現
在
も
し
く
は
か
つ
て
介
護
者
で
あ

っ
た
六
、
五
〇
〇

名
の
会
員
に

「介
護
者
」
誌

（↓
汀

ｏ
”『のこ
　
一
月
号
と
と
も
に
配
布

し
た
。
会
員
に
は
、
返
信
料
つ
き
の
封
筒
に
調
査
票
を
入
れ
二
月
二

一

日
ま
で
に
返
送
す
る
よ
う
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
回
収
率
四
五
％
に
あ
た

る
二
、
九

一
六
の
調
査
票
が
、
返
送
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
郵
送
に
よ
る

調
査
、
特
に
八
ペ
ー
ジ
に
も
お
よ
ぶ
調
査
票
の
長
さ
を
考
慮
す
る
と
、

か
な
り
高
い
回
収
率
で
あ
る
。

多
く
の
介
護
者
は
、
介
護
者
と
し
て
の
経
験
に
つ
い
て
の
情
報
な
ら

び
に
介
護
者
の
状
況
を
改
善
す
る
方
法
に
つ
い
て
の
考
え
を
、
余
白
に

し
た
た
め
て
送
り
返
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
回
答
は
、
調
査
結
果
―
証

言
と
し
て
別
立
て
で
伝
え
ら
れ
る
。

四
　
調
査
結
果

（
一
）
―
―
要
約

Ａ
　
介
護
者
会
員
の
人
目
的
特
徴

・　
七
七
％
が
女
性
で
あ
る
。

・

六
六
％
は
五
五
歳
以
上
で
あ
る
。

・　
わ
ず
か
二

一
％
が
、
介
護
責
任
に
加
え
て
フ
ル
タ
イ
ム
も
し
く

一　
一
エハ



は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
を
も

っ
て
い
る
。　
三
ハ
ー
ー
五
四
歳
層

の
介
護
者
に
つ
い
て
さ
え
、
わ
ず
か
に
三
七
％
だ
け
が
ほ
か
の
仕

事
を
も

っ
て
い
る
。

Ｂ
　
介
護
責
任

四
九
％
が
、
七
五
歳
以
上
の
被
介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
。

三
人
％
が
、
二
年
以
上
に
わ
た

っ
て
介
護
し
、
三
二
％
が
同
じ

く

一
五
年
を
超
す
。

四
四
％
が
配
偶
者
、
三
七
％
が
双
方
の
両
親
を
介
護
し
て
い
る
。

わ
ず
か
三
％
が
友
人
も
し
く
は
親
戚
関
係
に
は
な
い
隣
人
を
介

護
し
て
い
る
。

被
介
護
者
の
五
三
％
が
身
体
的
な
疾
患
、
同
じ
く
三
五
％
が
老

齢
に
よ
る
障
害
、
二
三
％
が
精
神
的
な
障
害
を
も
つ

介
護
者
の
九

一
％
が
、
同

一
の
家
族
と
し
て
生
活
す
る
被
介
護

者
の
介
護
に
あ
た
っ
て
い
る
。

Ｃ
　
介
護
者
と
し
て
の
経
験

七
九
％
が
介
護
の
役
割
を
担
う
に
あ
た
っ
て
他
の
選
択
を
も
た

な
か
っ
た
。イ

ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

一
四
％
が
、
介
護
者
で
あ
る
と
自
覚
す
る
以
前
に

一
〇
年
以
上

介
護
に
携
わ

っ
て
い
る
。

介
護
者
と
し
て
の
地
位
を
自
覚
す
る
に
至
る
媒
体
は
、
介
護
者

全
国
協
会
の
つ
ぎ
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

（
一
七
％
）
で
あ
る
。

Ｄ
　
介
護
者
む
け
の
支
援
と
助
言

三
九
％
が
、
介
護
責
任
を
果
す
こ
と
に
つ
い
て
だ
れ
と
も
話
し

て
い
な
い
。

一
七
％
が
、
介
護
者
と
し
て
直
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
だ
れ

と
も
話
し
て
い
な
い
。
五
三
％
が
友
人
も
し
く
は
親
戚
、
三
三
％

が
祖
父
母
と
話
し
て
い
る
。

わ
ず
か
に
三
六
％
が
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ワ
ー
カ
ー
、
三
二
％
が
祖

父
母
、
二
八
％
が
地
域
看
護
婦
か
ら
介
護
に
つ
い
て
の
情
報
も
し

く
は
助
言
を
受
け
て
い
る
。

七
五
％
が
今
以
上
の
援
助
を
必
要
に
す
る
、
と
感
じ
て
い
る
。

こ
の
援
助
は
、
四
〇
％
が
祖
父
母
、
三
八
％
が
援
助
サ
ー
ビ

ス

Ｔ

〓

品

ヽ
『
ｏ
∽
ｏ
一８

脇

コ

一Ｏ
①
）
、

三

二

％

が

ソ

ー

シ

ャ

ル

・

ワ

ー

カ
ー
か
ら
な
さ
れ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
、
と
信
じ
て
い
る
。

三
三
％
が
、
介
護
責
任
に
つ
い
て
い
か
な
る
援
助
や
支
援
も
受

け
て
い
な
い
。

一
一
七



法
経
研
究
四
三
巻

一
号

（
一
九
九
四
年
）

ｏ
　

い
か
な
る
支
援
も
な
い
介
護
者
は
、　
王
ハ
ー
三
四
歳
層

（四

八
％
）
を
は
じ
め
公
営
住
宅
入
居
者

（四
五
％
）
、　
三
ハ
ー
ー
六

四
歳
層
の
被
介
護
者
に
接
す
る
者

（四
〇
％
）
に
多
い
。

Ｅ
　
介
護
活
動
か
ら
の
解
放

・
　
二
〇
％
が
、
介
護
責
任
か
ら

一
切
解
放
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

・

七
三
％
が
、
規
則
的
あ
る
い
は
時
た
ま
の
休
息
を
と
る
。

・　
規
則
的
に
休
息
を
と
る
者
の
六
三
％
が
、
半
日
も
し
く
は
そ
れ

以
下
の
休
息
で
あ
る
。

・

回
答
者
の
三
六
％
に
あ
た
る
時
た
ま
の
休
息
を
と
る
介
護
者
が
、

年
に

一
も
し
く
は
二
回
、
同
じ
く
五
九
％
が
七
回
以
内
で
あ
る
。

Ｆ
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ケ
ア
に
つ
い
て
の
相
談

・　
介
護
者
の
三
二
％
が
相
談
を
受
け
て
い
る
が
、
同
じ
く
六
九
％

が
受
け
ず
、　
一
〇
％
が
不
確
か
で
あ
る
。

Ｇ
　
介
護
者
の
直
画
す
る
諸
問
題

・
　
四
七
％
が
、
介
護
者
に
な
っ
て
以
来
金
銭
上
の
問
題
を
経
験
し

一
一
八

て
い
る
。
こ
の
う
ち
の
八

一
％
は

一
八
―
―
三
四
歳
で
あ
る
。

七
八
％
が
諸
手
当
に
つ
い
て
申
請
し
、
そ
の
う
ち
の
三
九
％
が

傷
病
者
介
護
手
当
、
九
三
％
が
付
き
添
い
手
当
、
三
五
％
が
移
動

手
当
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

六
五
％
は
、
み
ず
か
ら
の
健
康
が
介
護
責
任
か
ら
む
し
ば
ま
れ

て
い
る
、
と
答
え
て
い
る
。

情
報
は
、
介
護
者
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
七
八
％
が

こ
れ
を
介
護
者
全
国
協
会
に
加
入
し
た
主
な
理
由
に
あ
げ
て
い
る
。

Ｈ
　
か
っ
て
介
護
者
で
あ
っ
た
者

介
護
者
で
な
く
な
っ
た
者
は
、
主
に
被
介
護
者
の
死
亡

（六

一
％
）
に
よ
る
。

わ
ず
か
に
一
％
が
、
介
護
責
任
の
第
三
者
と
の
交
代
で
あ
る
。

か
っ
て
の
介
護
者
の
四
三
％
が
孤
独
、
同
じ
く
三
七
％
が
意
気

消
沈
、
三

一
％
が
所
得
の
喪
失
を
経
験
し
て
い
る
。



五
　
調
査
結
果
国
―
―
調
査
報
告

Ａ
　
介
護
者
会
員
の
人
目
的
特
徴

こ
の
調
査
の
か
な
り
の
部
分
は
、
介
護
者
全
国
協
会
会
員
の
人
目
的

な
特
徴
に
つ
い
て
の
情
報
を
集
め
る
こ
と
に
あ
て
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

表
１
と
表
２
に
示
さ
れ
る
。

会
員
で
あ
る
介
護
者
の
多
数
は
女
性
で
あ
り

（七
七
％
）
、
五
五
歳

以
上

（六
六
％
）
で
あ
る
。
わ
ず
か

一
〇
人
に

一
人

（
一
一
％
）
が
、

四
四
歳
以
下
で
あ
る
。
多
く
が
い
な
か
よ
り
も
都
会
に
住
み

（七
七
％
）
、

自
分
の
車
を
運
転
す
る
か
、
あ
る
い
は
な
ん
ら
か
の
私
的
な
交
通
手
段

の
利
用
に
よ
っ
て
い
る

（七
三
％
）
。

非
常
に
わ
ず
か
の
介
護
者

（二

一
％
）
が
、
介
護
責
任
に
加
え
て
フ

ル
タ
イ
ム
も
し
く
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
。

三
ハ

ー
ー
五
四
歳
層
の
介
護
者
で
さ
え
も
、
わ
ず
か
に
五
分
の
二

公
二
七
％
）

が
、
フ
ル
タ
イ
ム
も
し
く
は
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
仕
事
に
就
い
て
い
る
。

介
護
者
全
国
協
会
会
員
の
多
数

（七
〇
％
）
は
、
現
在
あ
る
人
の
介

護
に
た
づ
さ
わ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、　
一
定
数

（二
五
％
）
は
、
か

っ
て
あ
る
人
の
介
護
に
た
づ

さ
わ
っ
て
い
た
が
、
も
は
や
そ
う
し
た
状
態
に
は
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

a.持 家

b.公営借家
C.他の賃貸

a。 フルタイムの介護

b。 フルタイム就業
C.パートタイム就業

d.求職中
e.学 生

f.老齢退職
g.不健康

h。 その他

a.自分で車を運転する

b.車 を運転できる
C。 他の人の運転する車に乗る

d.公共交通による

(注)(1)回 答総数2,916.

12)合計が100に ならない箇所がある

が、そのままにした。

a.16-24歳
b.25-34歳
C.35-44歳
d.45-54歳
e.55-64歳
f.65歳以上

a.都市 (Ctty)

b.町 (ToWn)
C.村 (Village)

d.さ らに田舎(More rural)

1.性別構成
a。 男性

b。 女性

23

:|  177

a.既婚者

b.独身、別居者
C.未亡人

(注)(1)回 答総数2,916。
・

(2)合計が100に ならない箇所がある

がそのままにした。

一
一
九

表 1 介護者の人目的な諸特徴(1)表 2 介護者の人目的な諸特徴(2)
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研
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三
巻

一
号

（
一
九
九
四
年
）

現
役
の
介
護
者
と
か
っ
て
の
介
護
者
と
で
は
、
そ
の
人
口
的
な
特
徴

に
い
く
つ
か
の
相
違
が
あ
り
、
後
者
の
会
員
が
前
者
に
較
べ
て
わ
ず
か

に
老
齢
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
、
驚
く
に
値
し
な
い
。

か
っ
て
の
介
護
者
の
か
な
り

（八

一
％
）
は
、
女
性
で
あ
り
、
独
身

で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

Ｂ
　
介
護
者
と
被
介
護
者
と
の
関
係

会
員
で
あ
る
介
護
者
の
多
数
は
、
配
偶
者

（四
四
％
）
も
し
く
は
両

親
の
一
方

（三
七
％
）
を
介
護
し
て
い
る
。
わ
ず
か
な
介
護
者
が
、
息

子
も
し
く
は
娘

（
一
五
％
）
あ
る
い
は
親
戚
の
介
護
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
ご
く
わ
ず
か
の
介
護
者
が
、
友
人
も
し
く
は
隣
人

（三
％
）
の
介

護
に
た
づ
さ
わ
つ
て
お
り
、
表
３
に
示
さ
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。

配
偶
者
を
は
じ
め
子
供
お
よ
び
両
親
の
介
護
を
お
こ
な
っ
て
い
る
者

の
人
目
的
な
特
徴
、
特
に
そ
こ
で
の
相
違
は
、
表
４
に
示
さ
れ
る
と
う

り
で
あ
る
。

子
供
も
し
く
は
両
親
の
介
護
を
お
こ
な

っ
て
い
る
者
は
、
配
偶
者
の

介
護
に
た
づ
さ
わ
る
者
よ
り
も
若
く
、
ま
た
就
業
の
比
率
も
高
い
。
男

性
は
、
子
供
も
し
く
は
両
親
よ
り
も
配
偶
者
に
つ
い
て
介
護
す
る
比
率

が
高
い
。

一
二
〇

表 4 介護者の被介護者地位別の

人目的な特徴   (単位 :%)

(注)(1)回 答総数2,916。

(2)合計が100に ならない箇所があるが

そのままにした。

表 3 介護者の介護経歴別構成

(注)(1)回 答総数2,916。

(2)合計が100に ならない箇所がある

がそのままにした。

(単位 :%)

現在介

護 中

以前に

介 護

1.介護者の年齢別構成

a.16-34歳

b.35-54歳

C.55-64歳

d.65歳以上

３

３４

３３

３０

0

22

33

43

2.介護者の性別構成

a.男性

b.女性

26

74

20

81

3.婚姻状態別構成

a.既婚者

b.独身、別居、未亡人

71

27

34

63

被介護者 配偶者 子供 親

1.介護者の年齢別構成

a.16-34歳

b.35-54歳

C.55-64歳

d.65歳以上

1

17

30

51

5

54

23

17

２

３７

４２

・９

2.就業状態別構成

a.不就業

b.フ ルタイム就業

C.パートタイム就業

８７

　

４

　

８

77

6

17

73

15

13

3.介護者の性別構成

a。 男性

b.女性



会
員
で
あ
る
介
護
者
の
半
分

（四
九
％
）
は
、
七
五
歳
以
上
層
の
人

を
介
護
し
て
い
る
。
次
の
三
分
の
一

（三
四
％
）
は
、
五
五
―
―
七
四

歳
層
、
同
じ
く

一
〇
分
の

一

（
一
〇
％
）
は
、
三
五
―
―
五
四
歳
層
の

人
を
介
護
し
て
い
る
。

介
護
者
の
年
齢
は
、
被
介
護
者
の
年
齢
と
ぴ
っ
た
り
と
連
関
し
て
い

る
。
こ
れ
は
、
表
５
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
被
介
護
者
が
高
齢
化
し
て
い

れ
ば
介
護
者
も
ま
た
高
齢
化
し
て
お
り
、
な
ん
ら
驚
く
に
値
し
な
い
。

男
性
は
、
年
齢
階
層
別
に
は
三
五
歳
以
上
層
、
被
介
護
者
と
の
関
係
で

は
子
供
も
し
く
は
両
親
よ
り
も
配
偶
者
の
介
護
に
傾
斜
し
て
い
る
。

被
介
護
者
の
半
数
は
肉
体
的
な
障
害
、
同
じ
く
三
分
の
一
は
老
齢
に

よ
る
障
害
、
四
分
の
一
は
精
神
的
な
障
害
お
よ
び

一
〇
分
の

一
弱
は
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
脳
卒
中
な
ど
の
発
作
の
事
後
的
な
結
果
に
よ
る
学

習
上
の
障
害
で
あ
る
。

老
齢
に
由
来
す
る
障
害
を
か
か
え
る
被
介
護
者

（四
六
％
）
の
お
よ

そ
五
分
の
二

（三
九
％
）
は
、
学
習
上
の
障
害
も
か
か
え
て
お
り
、
精

神
的
な
障
害
を
か
か
え
る
被
介
護
者
の
四
三
％
は
、
肉
体
的
な
障
害
も

あ
わ
せ
も
っ
て
い
る
。

学
習
上
の
障
害
を
も
つ
者
の
か
な
り
が
三
四
歳
以
下
で
あ
り
、
三
五

―
―
六
四
歳
の
女
性
で
あ
る
こ
と
の
多
い
両
親
に
介
護
さ
れ
て
い
る
。

表
６
に
示
さ
れ
る
と
う
り
で
あ
る
。

老
齢
に
よ
る
障
害
を
も
つ
被
介
護
者
の
多
数
は
、
息
子
も
し
く
は
娘

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

一
一
一
一

表 5 介護者の被介護者年齢階層別の人目的な特徴

被介護者の年齢構成(%)

歳

下
・５
以

16--34

歳

35--5
4歳

55--64

歳

歳

上
６５
以

1.介護者の年齢別構成

a。 16-34歳

b.35-54歳

C.55-64歳

d.65歳以上

5

61

26

8

2

48

27

22

1

23

32

43

2.介護者の性別構成

a.男性

b。 女性

13

87

3.介護の経歴別構成

a。 現在介護中

b.以前に介護

87

8

81

12

76

18

62

31

(注)(1)合計が100に ならない箇所があるがそのままにした。
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四
年
）

―
―
三
五
歳
以
上
の
女
性
で
あ
る
こ
と
が
多

い
―
―
に
よ

っ
て
介
護
さ

れ
て
い
る
。

一
一
一二

肉
体
的
な
障
害
と
精
神
的
な
問
題
を
も
つ
被
介
護
者
は
、
主
に
六
五

歳
以
上
層
で
あ
る
。
半
数
は
配
偶
者
、
三
分
の
一
は
息
子
も
し
く
は
娘

に
よ
っ
て
介
護
さ
れ
て
い
る
。
介
護
者
の
四
分
の
三
は
、
女
性
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
介
護
者

（九

一
％
）
は
、
被
介
護
者
と
同
じ
家

族
と
し
て
生
活
し
て
お
り
、
こ
と
な
る
家
族
と
し
て
暮
す
介
護
者
の
多

数

（七
・八
％
）
は
、
五
マ
イ
ル
以
内
に
生
活
し
て
い
る
。

一
〇
年
を
越
え
て
介
護
に
た
づ
さ
わ
る
者
の
多
く
は
、
老
齢
の
配
偶

者

（四
〇
％
）
あ
る
い
は
両
親

（三

一
％
）
の
介
護
で
あ
る
が
、　
一
定

の
者
に
つ
い
て
は
息
子
あ
る
い
は
娘

（二
九
％
）
、
学
習
上
の
障
害
を

も
つ
被
介
護
者
の
介
護
に
た
づ
さ
わ
っ
て
い
る
。
実
際
に
、
息
子
も
し

く
は
娘
の
介
護
に
あ
た
る
者
の
四
分
の
三
弱

（七
三
％
）
が
、　
一
一
年

(単位 :%)

障 害

(675人 )

表 6 介護者の被介護者障害別の人口的特徴

a。 15歳以下

b。 16-34歳
C.35-54歳
d.55-64歳
e。 65歳以上

a.被介護者の配偶者
b.被介護者の子供
C.被介護者の親
d.その他

a.男性
b.女性

4.介護者
a.16-34歳
b.35-54歳
C.55-64歳
d.65歳以上

介 一 表 は さ 一 分 た 五
護 六 7あ わ 一 の つ 年 会
に 年 に る つ 年 二 て を 員
あ 以 示 ⌒ て 以 ⌒ い 越 の
た 上 さ 二 い 上 三 る え 三
つ に れ 三 る 介 八

°
て 分

て わ る %° 護 %お 介 の
い た よ

V少
に

Vよ
護 二

る つ う が 数 た は そ に は°て に
｀

で づ ｀
五 あ

｀

表 7 介護期間別構成

構成比(%)

1.1年未満

2.1～ 5年

3.6～ 10年

4.H～ 15年

5。 16年以上

(注)(1)回 答総数2,916。

(2)合計が100に ならない箇所が

あるがそのままにした。

3

34

28

::138

学習上の

障 害

(262人)

(注)(1)合 計が100に ならない箇所があるがそのままにした。



以
上
に
わ
た
る
介
護
経
験
を
も
つ
。
表
８
に
示
さ
れ
る
。

Ｃ
　
介
護
者
と
し
て
の
地
位

介
護
者
は
、
介
護
の
役
割
を
引
き
受
け
る
か
い
な
か
に
つ
い
て
多
く

の
場
合

（七
九
％
）
に
選
択
の
余
地
を
も
た
な
い
。
こ
れ
は
、
配
偶
者

お
よ
び
他
の
親
戚
に
つ
い
て
介
護
す
る
者
に
特
に
妥
当
す
る

（そ
れ
ぞ

れ
八
六
％
、
七
八
％
）
。
親
戚
関
係
に
な
い
人
の
介
護
に
あ
た
る
者
の

選
択
比
率
は
、
か
な
り
高
い

（四
七
％
）
。
も
と
よ
り
半
数
は
、
選
択

し
た
結
果
で
は
な
い
が
。

比
較
的
若
い
介
護
者
や
五
年
以
下
の
期
間
介
護
に
た
ず
さ
わ
る
者
は
、

介
護
の
役
割
を
引
き
受
け
る
に
当
っ
て
選
択
し
た
と
述
べ
る
こ
と
が
、

相
対
的
に
し
ろ
多
い

（二
つ
の
場
合
と
も
お
よ
そ
二
五
％
）
。

多
く
の
人
々
は
、
専
門
職
と
し
て
の
介
護
者
に
は
賃
金
が
支
払
わ
れ

標
準
的
な
労
働
を
お
こ
な
う
と
考
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、
介
護
者
の
仕

事
に
た
づ
さ
わ
る
と
い
う
自
覚
も
な
し
に
親
戚
や
友
人
の
介
護
の
役
割

を
引
き
受
け
た
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
調
査
報
告
の
以
下
の
部
分
で
は
、

介
護
者
の
自
己
認
識
に
か
か
わ
る
二
つ
の
調
査
項
目
を
扱
う
。
す
な
わ

ち
、
介
護
者
が
ま
ぎ
れ
も
な
く
介
護
者
で
あ
る
と
自
覚
す
る
に
先
立
っ

て
、
ど
れ
ほ
ど
の
期
間
介
護
に
た
づ
さ
わ
っ
て
き
た
か
、
さ
ら
に
、
そ

う
し
た
自
己
認
識
に
至
っ
た
契
機
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

一
一
一三

表 8 介護者の介護期間別の人自的特徴

介護の期間別構成(%)

1年未満

(76人 )

1ん 5年

(997人 )

6～ 10年

(815人 )

11年以上

(1088人 )

1.被介護者との関係

a.被介護者の配偶者

b.被介護者の子供

C.被介護者の親

ａ

　

ｂ

　

ｃ

　

ｄ́

一　

ｅ

15歳以下

16-34歳
35--54端晃

55--64月覧

65歳以上

2.被介護者の年齢別構成
３

４

８

‐４

９‐

６

４

‐０

‐４

７５

3.障害の事由
a.老齢

b.肉体的障害
C。 学習上の障害

d.精神的障害

４０

４８

４

２４

(注)(1)合 計が100に ならない箇所があるがそのままにした。
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一
号

（
一
九
九
四
年
）

会
員
の
わ
ず
か
に
三
分
の
一
が
、
介
護
の
役
割
を
引
き
受
け
る
と
同

時
に
介
護
者
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
自
覚
し
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
お

よ
そ
七
人
の
う
ち
の
一
人
に
相
当
す
る

一
四
％
が
、
そ
の
地
位
を
自
覚

す
る
に
先
立

っ
て

一
一
年
以
上
も
介
護
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
れ

に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
詳
し
く
は
、
表
９
に
示
さ
れ
る
。

学
習
上
の
障
害
を
も
つ
人
あ
る
い
は

一
六
―
―
三
四
歳
層
の
人
の
介

護
者
な
ら
び
に

一
一
年
以
上
介
護
し
続
け
て
い
る
者
は
、
他
の
タ
イ
プ

の
介
護
者
よ
り
も
介
護
者
と
し
て
の
地
位
の
自
覚
に
長
い
期
間
を
要
す

る

（自
覚
す
る
の
に

一
〇
年
以
上
の
期
間
を
要
す
る
比
率
は
、
順
に
四

八
％
、
四
三
％
、
三
五
％
で
あ
る
）
。

一
二
四

２４

・７

‐６

・５

・４

・０

９

９

９

６

５

こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
次
の
事
実
に
関
係
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、　
三
ハ
ー
ー
三
四
歳
層
の
人
の
介
護
に
あ
た
る
者
な
ど
は
、
通

常
自
分
の
子
供
の
世
話
を
し
て
お
り
、
他
の
多
く
の
介
護
者
よ
り
も
長

い
期
間
に
つ
い
て
自
分
の
責
任
に
属
す
る
、
と
感
じ
て
い
る
。

介
護
者
全
国
協
会
と
そ
の
前
身
に
あ
た
る
二
つ
の
団
体
は
、
介
護
者

が
そ
の
地
位
を
自
覚
さ
せ
て
く
れ
る
情
報
源
と
し
て
、
し
ば
し
ば
引
き

あ
い
に
出
さ
れ
る
（回
答
の
四
分
の
一
弱
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
）
。

新
聞
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

（
一
七
％
）
を
は
じ
め
ソ
ー
シ

表 9 介護者として意識する以前の

介護期間別構成

構成比 (%)

1.直ちに自覚した

6カ 月以内

7カ 月-1年

2-3年
4-5年
6-10年

7.11年以上

(注)(1)回 答総数2,916。

(2)合計が100に ならない箇所がある

がそのままにした。

32

7

12

16

9

9

14

2.

3.

4.

5。

6.

表10 介護者の自党媒体別構成

自覚の

2.新聞、ラジオ、テレビ
3.ソ ーシャル・ワーカー
4.家庭医
5.被介護者
6。 友 人
7.病院職員
8.地域看護婦
9。 他の介護者
10。 配偶者
11。 他の親戚
12.保健訪問員
13。 子 供
14.相談所
15。 両 親
16.薬 屋
17.その他

(注 )(1)回 答総数2,916。

(2)合計が1001こ ならない箇所があるがそのままに

した。

4

4

1

1

0.5

14



ヤ
ル

・
ワ
ー
カ
ー

（
一
六
％
）
、
家
庭
医

（
一
五
％
）
、
被
介
護
者

（
一

四
％
）
は
、
表
１０
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
ば
し
ば
引
き
あ
い
に
出
さ
れ

Ｚ
Ｏ
。Ｄ

　
介
護
者
む
け
の
支
援
、
情
報
お
よ
び
助
言

ご
く
わ
ず
か
の
介
護
者
だ
け
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
介
護
の
役

割
を
担
う
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
選
択
の
余
地
を
も
っ
て
い
た
。
調
査

報
告
の
こ
の
節
で
は
、
介
護
者
と
し
て
の
期
間
彼
女
や
彼
た
ち
の
手
に

し
た
支
援
や
情
報
お
よ
び
助
言
に
つ
い
て
述
べ
る
。

会
員
で
あ
る
介
護
者
に
む
け
た
重
要
な
調
査
項
目
の
ひ
と
つ
は
、
介

護
者
が
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
つ
い
て
だ
れ
に
相
談
し
た
か
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
表
１１
を
み
て
い
た
だ
き
た
い
。
回
答
か
ら
い
さ
さ
か
心

を
乱
さ
れ
な
が
ら
読
み
と
れ
る
こ
と
は
、
回
答
者
の
五
分
の
二
弱

（三

九
％
）
が
介
護
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
つ
い
て
だ
れ
に
も
相
談
し
て
い

な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

だ
れ
か
と
相
談
し
た
者
の
う
ち
で
は
、
家
庭
医
が
も
っ
と
も
し
ば
し

ば
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
介
護
者
の
四
分
の
一
が
、
介
護

の
役
割
に
つ
い
て
家
庭
医
と
相
談
し
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ワ
ー

カ
ー

（
一
九
％
）
、
配
偶
者

（
一
七
％
）
、
被
介
護
者

（
一
六
％
）
、
病

院
職
員

（
一
五
％
）
が
家
庭
医
に
つ
い
で
し
ば
し
ば
引
き
あ
い
に
出
さ

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

れ
る
。

一
般
に
、
比
較
的
新
し
く
介
護
者
に
な

っ
た
者

（す
な
わ
ち

一
年
未

満
の
期
間
介
護
に
た
づ
さ
わ

っ
て
い
る
者
）
は
、　
一
一
年
以
上
介
護
を

担

っ
て
い
た
者
よ
り
も
相
談
に
乗

っ
て
も
ら

つ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
が
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
か
、
介
護
が
比
較
的

最
近
に
ぞ
く
し
て
記
憶
に
残

っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
人
々
が
最
近
に

な

っ
て
快
よ
く
は
な
す
よ
う
に
な

っ
た
―
―
と
言
う
こ
と
は
無
理
で
あ

ろ

つヽ
。

一
二
五

(注)(1)回 答総数2,916。

(2)合計が1001こ ならない箇所があるがそのままに

した。

表11 介護者の介護役割関係相談相手別構成

2.ソ ーシャル・ワーカー

3.配偶者
4.被介護者
5.病院職員
6.友人
7.他の親戚
8。 子供
9.地域看護婦
10。 介護者全国協会などの組織
11.他の介護者
12.保健訪問員
13。 両親
14.相談所
15。 薬屋

いない



表i2 介護者の諸問題・諸困難相談相手別構成

f。 地域看護婦
g。 親戚
h.配偶者
i.子 供
j。 病院職員
k.被介護者
1.保健訪間員
m.相談所
n。 両 親
0。 薬 屋
p。 その他

(注 )(1■ と2の合計は100に ならないが、そのままに

法
経
研
究
四
三
巻

一
号

（
一
九
九
四
年
）

介
護
者

の
お
よ
そ
五
人
に

一
人

（
一
七
％
）
は
、
直
面
す
る
諸
問
題

に
つ
い
て
話
す
相
手
を
誰
ひ
と
り
も
た
な

い
。
予
想
さ
れ
た
よ
う
に
、

か
な
り
の
介
護
者
が
、
表
１２
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
友
人
、
親
戚
そ
れ
に

家
庭
医
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ワ
ー
カ
ー
、
地
域
看
護
婦
の
よ
う
な
専
門
家

と
相
談
し
て
い
る
。
し
か
し
、
四
分
の

一
は
、
諸
問
題
に
つ
い
て
介
護

者
全
国
協
会

（お
よ
び
前
身
の
二
つ
の
団
体
）
や
他
の
介
護
者
に
相
談

し
て
い
る
。

諸
問
題
や
諸
困
難
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と
の
少
な
い
年
齢
階
層
は
、

も

っ
と
も
若

い
介
護
者
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、　
三
ハ
ー
ー
三
四
歳
層
の

81

34

33
26

26
25
22
19

17
16

9

9

8

3
2
2

10
1

a.友人
b。 家庭医
C.他の介護者
d.介護者全国協会などの組織
e.ソ ーシャル・ワーカー

した。

(2)1の a～ qは多重回答。

一
一
一六

表13 介護についての助言の源泉と源泉有益度構成

源泉

助言を

受けた者

(2916Al

中の比率

(%)

助言の有益性についての判断 (%)

とても
有益

かなり
有益

あまり
有益
でない

鉄
格
い

無回答

1.介護者全国協会などの組織

2.ソ ーシャル・ワーカー

3.家庭医

4.地域看護婦

5。 他の介護者

6.病院職員

7.保健訪問員

8。 相談所

9.薬屋

10。 その他

59

36

32

28

24

20

12

4

3

14

61

51

54

62

64

45

51

54

62

29

33

31

28

23

36

27

29

32

2

9

11

5

0

11

9

3

3

7

4

2

4

13

4

10

12

4

(注)(1)合計が100にならない箇所があるがそのままにした。



介
護
者
の
一
〇
人
中
三
人
は
、
誰
れ
に
も
相
談
し
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
年
齢
階
層
の
人
々
は
、
保
健
専
門
家
よ
り
も
両
親

（二
九
％
）
と

友
人

（二
七
％
）
に
相
談
す
る
こ
と
が
多
い
。

会
員
で
あ
る
介
護
者
に
対
し
て
、
表
１３
の
左
欄
に
示
さ
れ
る
源
泉
の

だ
れ
か
ら
介
護
に
つ
い
て
の
情
報
や
助
言
を
受
け
た
か
尋
ね
て
い
る
。

ま
た
、
ど
れ
ほ
ど
有
益
な
情
報
を
得
た
か
に
つ
い
て
意
思
表
示
す
る
よ

つヽ
尋
ね
て
い
る
。

介
護
者
の
五
分
の
三
弱

（五
九
％
）
が
、
介
護
者
全
国
協
会
あ
る
い

は
そ
の
前
身
の
諸
団
体
か
ら
情
報
や
助
言
を
受
け
た
、
と
述
べ
て
い
る
。

も
つ
と
も
し
ば
し
ば
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
る
源
泉
で
あ
る
。
反
対
に
、

わ
ず
か
に
三
分
の
一
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ワ
ー
カ
ー
、
家
庭
医
、
こ
れ

ら
を
下
ま
わ
る
が
地
域
看
護
婦
を
あ
げ
て
い
る
。
他
の
介
護
者
も
源
泉

の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
四
分
の
一
と
わ
ず
か
に
下
ま
わ
り
、
同
じ
く
病

院
職
員
と
な
る
と
五
分
の
一
で
あ
る
。
保
健
訪
問
員
、
相
談
所
、
薬
屋

は
、
前
出
の
表
１３
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
引
き
あ
い
に
出
さ
れ
る
に
し
て

も
比
率
の
も
っ
と
も
少
な
い
情
報
源
で
あ
る
。

一
般
に
介
護
者
は
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
情
報
と
助
言
の
源
泉
を
非

常
に
も
し
く
は
か
な
り
有
益
で
あ
る
、
と
み
て
い
る
。
情
報
を
受
け
た

介
護
者
の
五
分
の
三
以
上
が
、
他
の
介
護
者
を
は
じ
め
地
域
看
護
婦
そ

れ
に
介
護
者
全
国
協
会
か
ら
の
そ
れ
を
非
常
に
有
益
で
あ
る
、
と
評
価

し
て
い
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ワ
ー
カ
ー
を
は
じ
め
家
庭
医
、
病
院
職
員

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

お
よ
び
保
健
訪
問
員
か
ら
の
助
言
は
、
よ
り
少
な
い
有
益
性
し
か
も
た

な
い
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

介
護
者
の
多
く

（六
三
％
）
は
、
介
護
責
任
に
つ
い
て
の
援
助
や
支

援
を
受
け
て
い
る
と
答
え
て
い
る
が
、
他
の
者

（三
三
％
）
は
、
受
け

て
い
な
い
と
答
え
て
い
る
。

な
ん
ら
の
支
援
も
受
け
て
い
な

い
介
護
者
は
、　
三
ハ
ー
ー
三
四
歳
層

（四
八
％
）
、
公
営
住
宅
の
居
住
者

（四
五
％
）、　
三
ハ
ー
ー
六
四
歳
層

の
被
介
護
者
に
接
す
る
者
、
そ
れ
に
、
非
常
に
悲
し
い
こ
と
に

一
一
年

以
上
に
わ
た

っ
て
介
護
に
あ
た

っ
て
い
る
者

（三
八
％
）
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
介
護
者
は
、
援
助
と
支
援
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
グ

ル
ー
プ
で
も
あ
る
。

支
援
の
主
な
源
泉
は
、
友
人
そ
れ
に
配
偶
者
を
含
む
親
戚
で
あ
る
。

わ
ず
か
半
分

（五
二
％
）
が
、
表

１４
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
こ
れ
ら
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
外
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
次
の
も
の
を
含

む
。・

　

五
分
の

一
を
少
し
上
ま
わ
る
者
が
、
援
助
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ

・

セ
ン
タ
ー
、
地
域
看
護
婦
お
よ
び
家
庭
医
か
ら
支
援
を
受
け
て
い

Ｚ
り
。

・

五
分
の

一
弱
に
あ
た
る
者
が
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ワ
ー
カ
ー
、
ホ
ー

ム

・
ヘ
ル
プ
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
い
る
。

・
　

一
〇
分
の
一
弱
に
あ
た
る
者
が
、
病
院
職
員
、
保
健
訪
問
員
か

一
二
七



表14 介護責任のサポート策源泉別構成

法
経
研
究
四
三
巻

一
号

（
一
九
九
四
年
）

介
護
者
全
国
協
会
会
員
の
四
分
の
三
は
、
介
護
責
任
に
つ
い
て
よ
り

多
く
の
援
助
や
支
援
を
必
要
に
す
る
、
と
感
じ
て
い
る
。
多
く
の
会
員

は
、
友
人
や
親
戚
か
ら
の
援
助
を
望
む

（二
一
％
）
と
い
う
よ
り
む
し

ろ
専
門
的
な
支
援
を
必
要
に
す
る

（六
九
％
）
と
感
じ
て
い
る
。

よ
り
多
く
の
支
援
を
し
て
く
れ
る
よ
う
に
介
護
者
と
し
て
期
待
す
る

主
な
人
々
と
い
え
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

・

家
庭
医

一
二
八

・
　

援
助
サ
ー
ビ
ス

ｏ
　

ソ
ー
シ
ヤ
ル

・
ワ
ー
カ
ー
。

表

１５
を
ご
覧

い
た
だ
き
た

い
。

若

い
被
介
護
者
な
ら
び
に
学
習
上
の
障
害
を
も

つ
人
々
と
接
す
る
介

護
者
は
、
そ
れ
と
し
て
望
ん
だ
結
果
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
他

の
介
護
者
よ
り
も
わ
ず
か
な
専
門
的
な
支
援
し
か
受
け
て
い
な
い
。
子

供
の
介
護
に
あ
た
る
者
の
半
分
以
上
は
、
家
庭
医
か
ら
も

っ
と
多
く
の

支
援
を
望
み

（五
二
％
）
、
同
じ
く
援
助
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
よ
り
多
く

の
支
援
を
希
望
し
て
い
る

（五
五
％
）
。　
三
ハ
ー
ー
三
四
歳
層
の
人
々

に
接
す
る
介
護
者
の
半
数
は
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ワ
ー
カ
ー
か
ら
の
よ
り

ら
の
支
援
を
受
け
て
い

る

構成比(%)

23

23

21

21

21

21

18

15

14

9

6

3

1.親戚

2.援助サービス

3.デイ・センター

4.地域看護婦

5。 家庭医

6。 友人

7.ソ ーシャル・ワーカー

8。 ホーム・ヘルプ

9。 配偶者

10.病院職員

11.保健訪間員

12.薬 屋

(注)(1)回答総数2,916。

(2)多重回答。

表15 介護責任により必要なサポー ト

策源泉別構成

構成比(%)

1.家庭医

2.援助サービス

3。 ソーシャル 0ワ ーカー

4.友人

5。 衛生巡察員

6.地域看護婦

7。 デイ・センター

8.親戚

9.病院職員

10.ホーム・ヘルプ

11.配偶者

12.薬 屋

(注 )(1)回答総数2,916。

(2)多重回答。

40

38

32

21

20

19

18

17

14

14

3

2



多
く
の
支
援
を
望
み

（五
二
％
）
、
同
じ
く
援
助
サ
ー
ビ
ス
か
ら
の
よ

り
多
く
の
支
援
を
希
望
し
て
い
る

（五
〇
％
）
。
こ
れ
が
、
学
習
上
の

障
害
を
も
つ
人
の
介
護
者
と
な
る
と
、
半
分
弱
で
あ
る

（そ
れ
ぞ
れ
四

六
％
と
四
七
％
）
。

こ
れ
ら
最
後
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
他
の
介
護
者
よ
り
も
デ
イ

・

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
追
加
の
支
援
を
よ
り
強
く
望
ん
で
い
る

（そ
れ
ぞ
れ

三
二
％
と
二
六
％
）
。

被
介
護
者
と
は
別
の
家
族
と
し
て
生
活
す
る
介
護
者
の
方
が
、
同
じ

家
族
と
し
て
被
介
護
者
と
生
活
し
援
助
す
る
介
護
者
よ
り
も
、
ホ
ー

ム

・
ヘ
ル
パ
ー
に
対
す
る
強
い
希
望
を
述
べ
て
い
る

（そ
れ
ぞ
れ
二

四
％
と

一
三
％
）
。

要
約
す
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
専
門
的
な
支
援
、
特
に
家
庭
医
、
援
助

サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ワ
ー
カ
ー
か
ら
の
支
援
に
対
す
る

一

般
的
な
要
求
が
、
介
護
者
の
大
多
数
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。
比
較
的
若

い
介
護
者
を
は
じ
め

一
六
―
―
三
四
歳
層
の
人
々
に
接
す
る
介
護
者
、

一
一
年
以
上
に
わ
た
っ
て
介
護
に
た
づ
さ
わ
る
者
は
、
他
の
介
護
者
よ

り
も
わ
ず
か
し
か
専
門
的
な
支
援
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
結
果

と
し
て
専
門
的
な
諸
源
泉
か
ら
の
よ
り
多
く
の
援
助
を
受
け
た
い
、
と

表
明
し
て
い
る
。イ

ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

Ｅ
　
介
護
責
任
と
休
息

介
護
者
が
、
介
護
責
任
か
ら
ど
の
程
度
の
頻
度
で
規
則
的
に
休
息
を

と
る
か
、
同
じ
く
時
た
ま
の
休
息
を
と
る
か
に
つ
い
て
尋
ね
て
い
る
。

介
護
者
の
半
分
弱

（四
五
％
）
が
、
規
則
的
な
休
息
と
時
た
ま
の
体

息
と
を
と
り
、
五
分
の
一
弱

（
一
七
％
）
が
規
則
的
な
休
息
の
み
、　
一

〇
分
の
一
程
度

（
一
一
％
）
が
時
た
ま
の
休
息
の
み
、
を
そ
れ
ぞ
れ
と

る
。
し
か
し
、
介
護
者
の
五
分
の
一

（二
〇
％
）
は
、
介
護
責
任
か
ら

の
が
れ
て
休
息
を
取
っ
た
こ
と
な
ど
な
い
、
と
答
え
て
い
る
。

規
則
的
な
休
息
を
取
得
で
き
な
い
介
護
者
の
比
率
は
、
公
営
住
宅
の

入
居
者

（四
三
％
）
と
比
較
的
若
い
介
護
者

（四
四
％
）
に
つ
い
て
高

い
。
他
の
グ
ル
ー
プ
は
、
三
二
％
で
あ
る
。

介
護
者
の
三
分
の
一
が
、
規
則
的
な
休
息
を
け
つ
し
て
と
ら
な
い
。

表
１６
と
表
１７
に
示
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
規
則
的
に
休
息
を
と
る
介
護
者
の
多
く
は
、
日
当
り
半
日

以
内
の
時
間
で
あ
る
。
同
じ
く
五
分
の
一

（二
一
％
）
は
、
九

一
日
で

あ
る
。

介
護
者
の
半
分
以
上
は
、
介
護
責
任
か
ら
離
れ
て
時
た
ま
の
休
息
を

と
る
。
表
１８
と
表
１９
に
示
さ
れ
る
。
こ
の
種
の
休
息
を
と
る
介
護
者
の

比
率
は
、
両
親
を
被
介
護
者
に
も
つ

（五
〇
％
）
、
比
較
的
若
い
介
護

者

公
一九
％
）
、
男
性
の
介
護
者

（四
六
％
）
に
つ
い
て
相
対
的
に
低
い
。

一
二
九



表16 介護責任から離れ規則的に休息を取る頻度

構成比(%)
1.規則的に休息をとる者

a。 1日 に 1回

b.2～ 3日 に 1回
C.4～ 5日 に 1回

d。 週に 1回
e。 2週 に 1回

f。 以上より少ない間隔で

2.規則的には休息をとれない者

(注)(1)回 答総数2916。

(2)1の a～ fの合計は65に ならないが、そのままにした。
(3)1と 2の合計は100に ならないが、そのままにした。

(注)(1)合 計は100を 超すが、そのままにした。

表18 介護責任から離れるたまの休息の頻度別構成

成比 (%)
1.た まに休息をとる者

a。 年に1回

b.年 に2回
C。 年に3～ 4回

d。 年に5～ 6回
e。 年に7回以上

2.た まの休息をとらない者

(注)(1)1の a～ eの合計は57に ならないが、そのままにした。
(2)1と 2の合計は100に ならないが、そのままにした。
(3)回 答総数2,916人 。

13

7

18

3

10

法
経
研
究
四
三
巻

一
号

（
一
九
九
四
年
）

５７

２０

１６

■

５

４

136

一
三
〇

表17 規則的な休息期間の休息の頻度別構成

想 を
とる者
(1895人 )

計(%)

休息の頻度(%)

1日 に
1回

(338人 )

2～ 3日

1回
(390人 )

4～ 5日

に1回

(216人 )

趾
咽
囲

皿
回
圃

以上より
少ない

間隔で
(304人 )

1.3時間以内

2.半 日

3。  1日
4.2-3日
5。 以上より長い日数

6.無回答

::162

21

5

12

6



時
た
ま
の
休
息
を
と
る
介
護
者
の
多
く
は
、
年
二
回
以
内

公
三
ハ
％
）

で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

Ｆ
　
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
に
つ
い
て
の
協
議

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ケ
ア
法
の
ひ
と
つ
の
内
容
は
、
地
方
自
治

体
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
の
計
画
を
作
成
し
公
表
す
る
こ
と
で
あ
る
。

地
方
自
治
体
は
、
こ
の
計
画
の
作
成
に
あ
た
っ
て
以
下
の
機
関
や
団
体

と
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

Ｄ

地
区
の
保
健
機
関

・

家
庭
保
健
サ
ー
ビ
ス
機
関

・

住
宅
機
関

・

利
用
者
、
介
護
者
お
よ
び
介
護
者
団
体
。

関
係
す
る
地
区
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ケ
ア
に
つ
い
て
、
調
査

の
時
点
ま
で
に
協
議
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
た
づ
れ
海
ぜ
こ
ろ
、

介
護
者
の
五
分
の
一

（三
二
％
）
だ
け
が
さ
れ
た
、
他
の
一
Ｑ
分
の

一

（
一
〇
％
）
が
不
確
か
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
が
、
多
く

（六
九
％
）

は
さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て
い
る
。

Ｇ
　
介
護
者
の
直
面
す
る
金
銭

・
健
康
問
題
　
　
　
　
　
　
，

会
員
で
あ
る
介
護
者
の
半
分
弱

（四
七
％
）
は
、
介
護
者
に
な
っ
た

が
た
め
に
金
銭
上
の
問
題
を
か
か
え
た
、
と
答
え
て
い
る
。

金
銭
上
の
問
題
に
悩
ま
さ
れ
る
者
の
な
か
で
は
、
比
較
的
若
い
介
護

一
〓
一
一

表19 たまの休息の休息頻度別構成

休息を
とる者
(1675Al

計 (%)

休息の頻度(%)

年に1回

(575人 )

年に2回

(462人 )
こ３．４
酬

年

回
年に5～ 6

回(138人 )

年に7回

以上

(118人)

1. 1日

2.2-3日

3.4-7日

4.8-10日

5。 11-14日

6.15日 以上

7

18

34

12

29

2

4

16

44

13

22

2

4

20

36

16

32

噌2

9

19

32

12

35

2

14

17

22

4

41

4

25

21

20

8

30

3

(注)(1)合 計は100を 超すが、そのままたした。



法
経
研
究
四
三
巻

一
号

（
一
九
九
四
年
）

者
の
高
い
比
率
が
目
立
つ

（
一
六
―
―
三
四
歳
層
八

一
％
）
。
表
２０
に

示
さ
れ
る
。

介
護
者
中
の
お
よ
そ

一
０
人
中
七
人

（六
九
％
）
は
、
公
的
諸
手
当

の
申
請
を
す
る
よ
う
助
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
か
か
わ
る
主
な
助
言
の
源
泉
は
、
ソ
ー
シ
ヤ
ル

・
ワ
ー
カ
ー

（二
五
％
）
、
介
護
者
全
国
協
会
も
し
く
は
そ
の
前
身
の
二
団
体

（
一

六
％
）
で
あ
る
。
表
２．
に
示
さ
れ
る
。
家
庭
医

（
一
三
％
）
、
他
の
介

護
者

（
一
一
％
）
、
友
人

（
一
〇
％
）
、
地
域
看
護
婦

（八
％
）
も
、
諸

一
一一一二

手
当
の
申
請
に
つ
い
て
助
言
を
寄
せ
た
人
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

保
健
相
談
員
は
、
子
供
の
介
護
に
あ
た
る
者

の
五
人
に

一
人

公
一
一
％
）

に
と

つ
て
助
言
の

一
源
泉
で
あ
る
。

表21
介
護
者
の
多
く

（七
八
％
）
は
、
諸
手
当
の
申
請
も
お
こ
な
っ
て
い

る
。
こ
の
比
率
は
、
高
齢
の
介
護
者

（七
三
％
）
、
フ
ル
タ
イ
ム
の
仕

事
に
就
い
て
い
る
介
護
者

（六
八
％
）
、
被
介
護
者
と
は
別
の
家
族
と

し
て
生
活
す
る
介
護
者

（六
三
％
）
に
つ
い
て
わ
ず
か
な
が
ら
低
い
。

半
分
以
上
の
介
護
者

（五
八
％
）
は
、
諸
手
当
の
申
請
が
非
常
に
あ

公的諸手当の手続きについて助言を受け
た介護者の助言者別構成

69

25

16

12

11

10

8

5

5

4

8

2

2

2

12

けてい ない者

(注 )(1)1～ 3の合計は100に ならないが、そのままに

した。

(2)la― nは 多重回答。

1.助 言 を受 けた者
a. ソー シャル・ ヮー カー

b.介護者全国協会などの組織
C.家 庭 医

d.他 の介護者
e.友  人

f.地 域看護婦
g。 保健相談員

h.病 院職員

i.相談所
j.親戚

k. 酉己偶 者

1.被介護者
m.子  供
n。 その他

表20 介護者として金銭上の問題を経験した割合

1.介護者の
a。 現在 介護 中

b。 以前 に介護

a.15歳以下

b。  16--34鍔気
C. 35--54端良

d.55-64歳
e. 65月艶1人」ヒ

3.障 害 の事 由別構成
a.老 齢

b.肉 体 的障害
C.学 習上 の障害
d.精 神 的障害

の年齢別構成
a。  16--34鍔覧

b. 35--54鍔亀
C. 55--64鍔亀

d. 65鍔艶主人」ヒ

(注 )(1)回 答総数2,612。



る
い
は
か
な
り
容
易
で
あ
る
と
答
え
て
い
る
。
他
方
、
同
じ
く
五
分
の

二

（二
九
％
）
は
、
非
常
に
あ
る
い
は
か
な
り
む
づ
か
し
い
と
感
じ
て

い
る
。
申
請
が
む
づ
か
し
い
と
感
ず
る
介
護
者
の
比
率
は
、
学
習
上
の

障
害
を
も
つ
人
に
接
す
る
介
護
者

（四
九
％
）
と
比
較
的
若
い
介
護
者

（
一
六
―
―
三
四
歳
層
六
三
％
）
に
つ
い
て
相
対
的
に
高
い
。

諸
手
当
に
つ
い
て
申
請
し
た
介
護
者
の
ほ
と
ん
ど
は
、
付
き
添
い
手

当
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
同
じ
く
五
分
の
二
が
傷
病
者
介
護
手
当
と
移

動
手
当
と
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
四
分
の
一
が
所
得
補
助
、　
一

〇
分
の

一
が
、
表
２２
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
介
護
者
手
当
も
し
く
は
そ
の

他
の
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
る
。

比
較
的
若

い
介
護
者
と
学
習
上
の
障
害
を
も
つ
人
の
介
護
者
は
、
老

齢
の
介
護
者
や

一
一
年
以
上
に
わ
た

っ
て
介
護
に
あ
た
る
者
よ
り
も
高

い
受
給
率
で
あ
る
。

介
護
者
の
五
分
の
三
以
上
は
、
介
護
責
任
に
よ

つ
て
自
分
の
健
康
を

害
し
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
特
に

一
一
年
以
上
に
わ
た

つ
て
介
護
に
た
づ
さ
わ
る
者

（七
〇
％
）
、
比
較
的
若

い
介
護
者

（七

〇
％
）
、
子
供
の
介
護
に
あ
た
る
者

（七
四
％
）
に
つ
い
て
高

い
。

Ｈ
　
介
護
者
全
国
協
会

介
護
者
が
、
介
護
者
全
国
協
会
お
よ
び
そ
の
前
身

の
二
団
体
に
つ
い

て
知
る
方
法
は
、
じ
つ
に
多
様
で
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
表
２３
に

示
さ
れ
る
よ
う
に
口
伝
え

（他
の
介
護
者
か
ら

一
六
％
、
友
人
も
し
く

は
親
戚
か
ら

一
五
％
）
と
同
じ
く
影
響
力
を
も
つ
。
保
健
専
門
家
は
、

一
〇
分
の

一

（九
％
）
が
ソ
ー
シ
ャ
ル

・
ワ
ー
カ
ー
か
ら
介
護
者
全
国

協
会
の
こ
と
を
聞

い
た
と
い
う
ほ
か
に
は
、
も

っ
と
も
少
な
い
知
覚
の

源
泉
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
方
法
は
、
新
聞
が
も

っ
と
も
高

い
比
率
を
示
す

全
二
〇
％
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
を
除
い
て
、
す
べ
て
の
グ
ル
ー
プ
で
似
か
よ
っ
た
水

準
に
あ
る
。

介
護
者
全
国
協
会
も
し
く
は
そ
の
二
つ
の
前
身
に
加
わ

っ
た
主
な
理

一
一一一一一一

表22 受け取つた公的諸手当

受け取つた

者の割合

(%)

1.付 き添い手当(A■ endance allowance)

2.傷病者介護手当0■ valid Care dlowance)

3.移動手当 (Mob‖ ■y a10wance)

4.所得補助 (IncOme suppo■ )

5。 介護者手当(Carers premium)

6。 その他

7.無回答

(注)(1)多 重回答。

(2)公 的諸手当について手続 きした者

(2,286人)中の割合である。

９３

３９

３５

２６

９

‐３

２

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―



法
経
研
究
四
三
巻

一
号

（
一
九
九
四
年
）

由
と
し
て
会
員
の
示
す
の
は
、
五
分
の
四
近
く

（七
八
％
）
が
回
答
し

て
い
る
よ
う
に
情
報
の
提
供
で
あ
る
。
表
２４
に
示
さ
れ
る
。
五
分
の
二

（三
七
％
）
は
運
動
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ヘ
の
要
望
の
提
出
、
三
分
の
一

は
援
助
の
提
供

（三
四
％
）
、
同
じ
く
帰
属
意
識

（三
三
％
）
を
そ
れ

ぞ
れ
あ
げ
て
い
る
。
三
分
の
一
弱

（二
九
％
）
は
他
の
介
護
者
と
会
う

機
会
を
求
め
、
五
分
の
一
弱

（
一
七
％
）
は
、
会
員
に
な
る
と
政
策
に

影
響
を
お
よ
ぼ
す
機
会
を
も
て
る
、
と
感
じ
て
い
る
。

運
動
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ヘ
の
要
望
の
提
出
は
、
比
較
的
若
い
人
の
介

護
者

（四
九
％
）
を
は
じ
め
学
習
上
の
障
害
を
も
つ
人
の
介
護
者

（五

一
三
四

〇
％
）
、　
一
一
年
以
上
に
わ
た

っ
て
介
護
に
た
づ
さ
わ
る
者

（四
三
％
）

に
つ
い
て
特
に
高

い
。

介
護
者
の
大
多
数

（八
四
％
）
は
、
介
護
者
全
国
協
会
が
介
護
者

の

地
位
の
改
善
に
力
を
尽
し
て
い
る
、
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ス
コ

ッ
ト
ラ
ン
ド
に
住
む
介
護
者
に
つ
い
て
わ
ず
か
に
低
く

（七
三
％
）
、

北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
介
護
者
に
つ
い
て
か
な
り
高

い

（九
三
％
）
。

表23 介護者全国協会について知った方

法別構成

構成比(%)

1.新 聞

2.他の介護者

3.雑 誌

4.友人・親戚

5.ソ ーシャル 0ワ ーカー

6.テ レビ

7.ラ ジオ

8。 相談所

9.地域看護婦

10。 病院職員

11.家庭医

12.衛生巡察員

13。 その他

(注)(1)回 答総数2,916。

(2)合計は100を 超すが、そのままにした。

表24 介護者全国協会等への加入の事由別構成

構成比(%)

1.情報の提供

2.運動、キャンペーンヘの要望の提出

3.援助の提供

4.帰属意識

5。 他の介護者との接触

6.政策形成の機会の付与

7。 その他

8。 無回答

17

16

15

15

`9
9

4

4

3

3

2

2

15

78

37

34

33

29

17

4

1

(注)(1)多 重回答。



―
　
か
っ
て
介
護
に
あ
た
っ
て
い
た
者

介
護
者
全
国
協
会
の
現
会
員
で
あ
る
か
っ
て
の
介
護
者
の
多
く

（七

〇
％
）
は
、
長
く
て
も
二
年
前
に
主
た
る
介
護
者
で
な
く
な
っ
て
い
る
。

ご
く
わ
ず
か
の
介
護
者

（六
％
）
が
五
年
以
上
前
に
介
護
を
や
め
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
最
近
ま
で
介
護
者
で
あ
っ
た

こ
と
に
な
る
。
表
２５
に
示
さ
れ
る
。

て
少
な
い
。
被
介
護
者
の
ケ
ア
付
き
住
宅
へ
の
入
居
が
、
こ
れ
に
続
く
。

ご
く
ま
れ
な
例

（
一
％
）
と
し
て
、
他
の
人
が
介
護
を
引
き
受
け
る
と

い
う
こ
と
も
あ
る
。

か
っ
て
の
介
護
者
の
多
く
は
、
主
た
る
介
護
者
と
し
て
の
役
割
を
終

え
た
あ
と
孤
独

（四
三
％
）
や
意
気
消
沈

（三
七
％
）
を
感
じ
て
い
る
。

表
２７
に
示
さ
れ
る
。　
一
〇
分
の
三
は
、
所
得
の
喪
失
を
体
験
す
る

（三

一
％
）
。
ご
く
わ
ず
か
な
介
護
者
で
あ
る
が
、
友
人
の
喪
失

（
一
二
％
）
、

家
族
関
係
の
分
解

（七
％
）
、
就
職
上
の
問
題

（九
％
）
を
経
験
す
る

と
述
べ
て
い
る
。
配
偶
者
の
介
護
を
終
え
た
介
護
者
は
、
孤
独
に
さ
い

な
ま
れ
や
す
い

（五
七
％
）
。

か
つ
て
介
護
に
あ

た
っ
た
者
の
五
分
の

二

（三
八
％
）
は
、

介
護
を
終
え
た
の
で

状
況
が
改
善
さ
れ
た

と
感
じ
て
い
る
が
、

四
分
の
一
公
一
四
％
）

は
な
ん
の
変
化
も
な

い
と
考
え
、
五
分
の

一

（二

一
％
）
は
定

か
で
は
な
い
と
答
え

一
三
五

::170

15

6

9

1.6カ 月前

2.7-12カ 月前

3.13カ 月-2年以前

4.3-5年 以前

5.5年 を越えた時期

6.無回答

表27 主たる介護者でなくなつたあと

に経験した諸問題

構成比(%)

こ
れ
ら
の
介
護
者
が
人
の
世
話
を
し
な
く
な
っ
た
主
な
理
由
は
、
被

介
護
者
の
死
亡

（六

一
％
）
で
あ
る
。
表
２６
に
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、

学
習
も
し
く
は
精
神
的
な
障
害
を
も
つ
人
の
介
護
に
あ
た
る
者
に
つ
い

イ
ギ
リ
ス
の
在
宅
介
護
者
Ｉ
Ｃ
Ｎ
Ａ
会
員
九
二
年
調
査
―

(注)(1)主 たる介護者でなくなった者 (834人 )

についてである。表26-28に ついて

も同じ。

表26 主 たる介護者でな くなつた理由

別構成

構成比(%)

43

37

31

12

9

7

30

1.孤独

2.意気消沈

3.所得の喪失

4.友人の喪失

5.就職上の問題

6。 家族関係の分解

7.無回答

表25 主たる介護者でなくなつた時期

1.被介護者の死亡

2. 被介護者のケア付住宅への入居
3,他の人が介護を引き受ける

4.無回答

(注)(1)多 重回答。



についての判断状況

(注 )(1)合計は100に ならないが、そのままに

した。

法
経
研
究
四
三
巻

一
号

（
一
九
九
四
年
）

（四
％
）
だ
け
が
悪
く
な
っ
た
と
信
じ
て
い
る
。

要
約
す
れ
ば
、

介
護
の
終
了
は
、

人
々
の
予
想
に
反

し
て
介
護
者
の
生

活
の
改
善
を
必
ず

し
も
意
味
す
る
わ

け
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

被
介
護
者
を
う
し

な
う
こ
と
は
、
孤

独
や
意
気
消
沈
を

新
し
い
問
題
と
し

て
も
た
ら
す
。

表28 主たる介護者でなくなつたこと 表 て

構成比(%)

28 い
に る
示

°

さ わ
れ ず
る か°

な
者

1. リト鮮「によい

2.少 しよい

3.変化なし

4.少 し悪い

5。 非常に悪い

6.は っきりしたことはいえない

7.無回答

::138

24

:| 
五

21

12

一
一二
エハ


